
授業コード L030952

科目ナンバリン
グコード L30309

第 1 週 ：

第 2 週 ： 店舗空間の設計２ 店舗空間の設計について

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

店舗空間の設計１ 店舗空間の設計について

第一課題（店舗空間の設計）の説明を行います。課題の目的、場所、設計内容、提出図
面およびスケジュールについて説明します。また、課題の参考になる実例を紹介します。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

関連科目 スペースデザイン、建築計画１、建築計画２、設計製図１、設計製図２、設計製図３　など

授業の目的

インテリアデザインは、空間全体のデザイン（スペース系）と空間を構成する要素のデザイン
（プロダクト系）とに大別されます。前者の場合は、自分より大きなものが対象となる場合が多
く、構造や外部との関係性を理解しつつ内部を中心にデザインします。一方、後者の場合は、
自分より小さなものが対象となる場合が多く、使い勝手や内部の構造を理解しつつ外観を中
心にデザインします。
この授業では、それぞれの分野において１課題ずつ、合計２課題について取り組むことによ
り、インテリアデザインにとって欠くことのできない視座について相互に関連させつつ学ぶとと
もに、毎回のエスキスチェックにより高度なプレゼンテーション技術を育成することを目的としま
す。

授業の概要

授業の目的に従って、以下の２課題について取り組みます。

〈第一課題〉空間デザインに関する課題
架空の企業を想定し、店舗空間を設計します。与条件からクライアントが何を要求しているの
かを理解し、自分の個性を出しながらもクライアントの納得のいくデザインを提案します。Ａ１サ
イズに要求図面・説明図・模型写真やＣＧ・文章等を美しくレイアウトし、作品発表・講評会を実
施します。

〈第二課題〉インテリアエレメントに関する課題
第一課題の店舗の中に設置する照明、什器など、空間を構成する要素を企画・デザインし、コ
ンピューターグラフィックスや模型等により立体表現します。Ａ１サイズに要求図面・説明図・模
型写真やＣＧ・文章等を第一課題よりさらに美しくレイアウトし、作品発表・講評会を実施しま
す。

受講心得
これまでに修めてきた建築学に関わるすべての知識と技術、これまでの人生において育んで
きた教養とセンス、そしてインテリアデザインに対する自らの思いと情熱を作品として結晶させ
る、総合的な演習科目です。全力で取り組んでください。

教科書 指定しません。

参考文献及び指定
図書

コンパクト建築設計資料集成（丸善）日本建築学会編
その他、適宜、紹介します。

必修・選択区分

コース選択必修
　建築コース
　インテリアデザインコース
　建築設計コース
　住居・インテリアコース
選択
　環境・地域コース
　建築工学コース
　環境地域（まち）コース
　環境地域（社会）コース

単位数 2

履修上の注意また
は履修条件

毎回、エスキスチェックをします。提出期限は厳守してください。

平成３０年度 授業シラバスの詳細内容

科目名（英）
設計製図４ (Atelier Practice of  Design and Drawing 4 )　【インテ
リアデザインクラス】

担当教員名 近藤　正一、菅　雅幸

配当学年 3 開講期 後期



第 3 週 ：

第 4 週 ：

第 5 週 ：

第 6 週 ：

第 7 週 ：

第 8 週 ：

第 9 週 ：

第10週：

第11週：

第12週：

第13週：

第14週：

第15週：

インテリアエレメントのデザイン７ プロダクトデザインについ
て

必要な図面・文章等がＡ１サイズにレイアウトされた作品を、JPEG 形式で提出します。 配付資料
演習課題・エスキスの制作

講評会 プロダクトデザインについ
て

店舗の中に実際に置いてみて、空間とインテリアエレメントの整合性をはかりながら調整
していきます。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

インテリアエレメントのデザイン６ プロダクトデザインについ
て

図面のプレゼンテーションや模型、ＣＧに関する指導を行います。わかりやすくクライアン
トに伝えるためにダイアグラム図や文章等を入れてください。また、自分の考えをもう一
度まとめてみて、全体のストーリーとして整合性がとれるように調整してください。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

インテリアエレメントのデザイン４ プロダクトデザインについ
て

三面図、断面図を描きながら、部材のサイズや寸法の設定を行います。 配付資料
演習課題・エスキスの制作

インテリアエレメントのデザイン５ プロダクトデザインについ
て

第二課題（インテリアエレメントのデザイン）に関する説明をします。第一課題の店舗のな
かにポイントとなるディスプレイシステム、照明、レジカウンターについて検討します。デ
ザインによってはすでに完成している店舗の設計の変更も認められます。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

インテリアエレメントのデザイン３ プロダクトデザインについ
て

素材、支え方、照明方法、商品の見せ方などそのインテリアエレメントの核となる部分に
ついての検討を行います。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

インテリアエレメントのデザイン１ プロダクトデザインについ
て

展開図、三面図から素材、カラー、ロゴデザイン、ファサードデザイン等、空間の全体的
な性格を決定していきます。展開図に着色したり、スケッチをしながら、デザインを決めて
いきます。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

インテリアエレメントのデザイン２ プロダクトデザインについ
て

店舗のプランニングを決定し、断面図をおこしてスタディー模型を作ってください。スタ
ディー模型のなかで分かったことをプランニングに反映し、徐々に細部を詰めていきま
す。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

店舗空間の設計７ 店舗空間の設計について

図面、模型の提出により、発表をおこないます。各自の模型と図面を提示し、講評会が
行われます。講評会は、作品制作者自身から作品の説明、質疑応答が行われます。そ
れぞれ個別にコメントを受けます。

講評結果を各自で振り返っ
てください。

店舗空間の設計５ 店舗空間の設計について

中間発表のための図面やスタディー模型を提出します。コンセプトや自分の考えをわか
りやすく伝えるためのダイアグラム図や文章の原稿をまとめてください。デザインの完成
度とクライアントに対するそのデザインの説得力が要求されます。コンピューターグラ
フィックスや模型等により立体表現された作品をＪＰＥＧにて提出してください。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

店舗空間の設計６ 店舗空間の設計について

与条件からクライアントの意図を読み取り、適切な提案のためのコンセプトの設定をし、
自分の設定したコンセプトに近い実例や商品のリサーチを行います。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

店舗空間の設計４ 店舗空間の設計について

簡単なスケッチを通して、プランニングを始めます。大まかなゾーニングから徐々に細か
いプランニングに移行していきます。数パターンの配置計画を考えて、自分のコンセプト
に合う計画を選んでください。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

講師がこれまでに取り組んできた仕事の紹介やデザインの考え方に関してお話ししま
す。

配付資料
演習課題・エスキスの制作

店舗空間の設計３ 店舗空間の設計について



合計欄 100点

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等
（提出物）

原則として毎回、講義の最後に授業内容について課題を出します。提出をもって出席に代えます
ので、課題が課されたら、かならず提出してください。達成水準の目安は以下の通りです。

［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 20点

（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。
20点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

25点 25点

○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。
10点

【知識・理解】
②情報収集および設計条件を読み解く力の向上（文献および実地調査など）がみられる。

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

③デザイン技術の向上（寸法・材料に対する知識、ＣＡＤ・模型など）がみられる。
④プレゼンテーション能力の向上（発表の説得力、講評に対する応答）がみられる。

【思考・判断・創
造】

⑤企画力・計画力の向上（問題意識、コンセプトとプランニングの整合性）がみられる。

地域志向科目 カテゴリー Ⅰ：ステークホルダーとの協働による課題解決型学修科目

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】

①インテリアデザインに対する総合的な能力の向上（毎回のエスキスへの取り組み）がみられ
る。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング 「アクティブ・ラーニング科目」

各自の模型と図面を提示し、講評会が行われます。講評会では、自分が選択したインテ
リアエレメントのデザインについて説明と質疑応答が行われます。個別にコメントを受け
ます。

講評結果を各自で振り返っ
てください。



発表・その他
（無形成果）

インテリアデザインにおいて、プレゼンテーションおよびコミュニケーションの能力は重要です。達
成水準の目安は以下の通りです。

［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。


